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【
第
二
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
苦
難
に
寄
り
添
い
前
に
向
か
う
教
会
」

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
若
者
の
宗
教
心
の
発
達

岡　

村　

直　

樹

1
．
研
究
の
出
発
点
と
意
義

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
沖
約
一
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
底
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
巨
大
地
震
は
、

日
本
に
お
け
る
地
震
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
を
記
録
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
沿
岸
部
を
中
心
に
未
曾
有
の

大
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
警
察
庁
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
八
月
二
二
日
の
時
点
で
死
者
は
一
万
五
八
六
八
人
、
重
軽
傷
者
は
六
一
〇
九

人
、
警
察
に
届
出
が
あ
っ
た
行
方
不
明
者
は
二
八
四
八
人
で
、
ま
た
被
害
額
の
総
計
は
二
〇
兆
円
を
優
に
超
え
る
で
あ
ろ
う
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
社
会
福
祉
法
人
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
は
東
北
三
県
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
従
事
者
の
延
べ
人
数
は
、
震
災
よ
り
約
五
カ
月
後
の
二
〇
一
一
年
八
月
二
一
日
の
時
点
で
六
八
万
六
八
〇
〇
人
に
達
し
た
と
発
表
し

た
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
広
く
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
数
字
で
あ
る
。
一
方
で
、
同
年
六
月

三
〇
日
付
け
の
産
經
新
聞
で
は
、
そ
の
時
点
で
の
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
占
め
る
割
合
が

約
二
割
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の
六
〜
七
割
と
比
べ
て
非
常
に
低
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
時
期
的
な
要
因
や
地
域
的
な
違
い
、
ま
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た
特
に
震
災
直
後
に
起
こ
っ
た
原
発
事
故
の
影
響
等
が
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
も
っ
と
奨
励

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
各
所
か
ら
聞
こ
え
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
声
と
は
裏
腹
に
、
本
研
究
の
研
究
者
が
教

鞭
を
執
る
東
京
基
督
教
大
学
を
は
じ
め
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大
は
、
震
災
後
の
早
い
時
期
よ
り
、
積
極
的
に
学
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
被
災
地
に
送
り
届
け
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
等
を
通
し
て
被
災
地
と
被
災
者
に
様
々
な
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
る
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
を
送
り
出
す
側
の
人
間
で
あ
る
当
研
究
の
研
究
者
が
、
あ
ま
り
注
目
を
浴
び
る
こ
と
の

な
い
、
送
り
出
さ
れ
た
学
生
の
現
地
で
の
体
験
や
、
彼
ら
の
心
の
中
に
起
こ
っ
た
変
化
等
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
、
本
研
究
が
始

め
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
本
研
究
は
以
上
の
背
景
を
ふ
ま
え
、
質
的
研
究
の
方
法
、
特
に
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ
リ
ー
を
用
い
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
入
っ
た
東
京
基
督
教
大
学
の
学
生
の
体
験
の
記
録
と
そ
の
分
析
を
通
し
、
以
下
の
三
つ
の

目
標
に
向
け
て
実
施
さ
れ
た
。

① 

歴
史
的
大
地
震
の
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
足
を
踏
み
入
れ
た
学
生
の
生
の
声
を
記
録
し
、
資
料
と
し
て
残
す
。

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
た
学
生
に
起
こ
っ
た
内
面
的
変
化
を
、
宗
教
性
や
信
仰
心
の
「
発
達
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
。

③ 

キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
観
点
か
ら
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
検
証
す
る
。

本
研
究
は
、
現
時
点
に
至
る
ま
で
、
比
較
的
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
体
験
と
、
そ
れ
に
伴
う
内
面
的

変
化
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
点
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
考
察
す
る
と
い
う
二
点
に
お
い

て
、
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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2
．
研
究
方
法
と
研
究
対
象
者

本
研
究
は
、M

ichael Q
uinn Patton

の
著
書
、Q

ualitative R
esearch and E

valuation M
ethods 

に
記
述
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド

セ
オ
リ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
た
）
1
（

。
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ
リ
ー
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
し
て
量
的
な
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
そ
れ
ら
を
数
的
に
分
析
す
る
、
い
わ
ゆ
る
量
的
研
究
と
は
異
な
り
、
対
象
者
を
広
く
浅
く
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
研
究
対
象
者
や
対
象
と

す
る
様
々
な
現
象
を
深
く
掘
り
下
げ
、
よ
り
狭
く
、
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
質
的
研
究
に
属
す
る
研
究
方
法
で
あ
る
。
グ
ラ

ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ
リ
ー
は
、
量
的
に
表
す
こ
と
の
難
し
い
宗
教
心
、
信
仰
心
、
感
情
、
心
の
動
き
、
対
人
関
係
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て
、

特
に
そ
の
力
を
発
揮
す
る
研
究
方
法
論
で
あ
る
こ
と
が
近
年
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
研
究
方
法
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
分

析
、
理
論
構
築
と
い
う
三
つ
の
主
な
段
階
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
る
）
2
（

。
ま
た
質
的
研
究
で
は
、
よ
り
質
の
高
い
研
究
の
実
施
に
向
け
、
デ
ー
タ

の
収
集
、
お
よ
び
デ
ー
タ
分
析
にT

riangulation
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。T

riangulation

と
は
、
多
角
性
を
表
す
言
葉
で
、

そ
れ
は
様
々
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
と
、
同
様
の
デ
ー
タ
分
析
の
必
要
性
を
表
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
研
究
参
加
者
の
個
々

の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
や
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
に
着
目
し
た
多
角
的
な
デ
ー
タ
収
集
が
行
わ
れ
、
同
時
に
、
人
間
の
内
面
性

の
表
れ
で
も
あ
る
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
研
究
対
象
者
の
語
調
、
顔
の
表
情
、
体
の
動
き
、
視
線
等
も
が
重
要
な
デ
ー

タ
と
し
て
記
録
さ
れ
た
）
3
（

。
デ
ー
タ
収
集
後
、
研
究
者
は
理
論
の
構
築
に
進
む
た
め
に
、
デ
ー
タ
分
析
を
通
じ
て
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
ま
と

ま
り
、
ま
た
は
概
念
）
を
生
成
し
、
そ
れ
ら
を
組
織
化
し
て
い
く
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
一
端
バ
ラ
バ
ラ
に
し
、

新
し
く
組
み
替
え
て
再
構
築
す
る
作
業
を
実
施
し
た
）
4
（

。
そ
の
後
の
分
析
も
や
は
り T

riangulation

の
方
法
を
用
い
、
宗
教
学
、
社
会
学
、

心
理
学
と
い
う
、
複
数
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
学
術
研
究
結
果
を
参
考
に
し
つ
つ
実
施
さ
れ
た
。
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質
的
研
究
方
法
に
属
す
る
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ
リ
ー
は
、
非
常
に
限
ら
れ
た
地
域
で
、
限
ら
れ
た
人
数
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る

た
め
、
研
究
の
結
果
を
直
ち
に
広
く
一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
性
質
の
研
究
で
は
な
い
。
さ
ら
に
時
の
流
れ
と
と
も
に
、
研
究

対
象
者
も
ま
た
研
究
対
象
者
を
と
り
ま
く
社
会
も
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
研
究
結
果
の
実
際
の
有
効
期
間
も
様
々
で
あ
る
。
質
的
研
究
の
方

法
は
、
量
的
研
究
が
取
り
組
む
こ
と
を
躊
躇
す
る
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
、
現
場
に
根
ざ
し
た
質
的
な
デ
ー
タ
を
重
視
し
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
そ
れ
ら
を
詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
現
象
の
本
質
を
追
い
求
め
る
こ
と
を
そ
の
本
分
と
し
て
い
る
。
質
的
研
究
の
結
果

は
、
量
的
研
究
の
そ
れ
と
対
比
さ
せ
、
二
項
対
立
の
図
式
の
中
で
そ
の
優
劣
が
競
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
研
究
の
目
的
を
果
た
す
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
と
い
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
中
で
、
説
得
力
を
持
つ
実
践
的
な
取
り
組
み
の
手
掛
か
り
と
し
て
活
用
さ
れ
る

べ
き
類
の
も
の
で
あ
ろ
う
）
5
（

。

本
研
究
の
初
期
段
階
で
研
究
対
象
者
と
な
っ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
加
わ
っ
た
大
学
生
二
三
名
で
、
研
究
者

が
教
鞭
を
執
る
東
京
基
督
教
大
学
に
お
い
て
募
ら
れ
た
。
ま
ず
、
彼
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述
し
て
も
ら
い
、
そ
の

中
か
ら
、
均
質
サ
ン
プ
リ
ン
グ
（H

om
ogeneous Sam

pling

）
方
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
研
究
対
象
者
が
絞
り
込
ま
れ
た
）
6
（

。
サ
ン

プ
リ
ン
グ
（Sam

pling

）
と
は
量
的
研
究
の
よ
う
に
大
人
数
を
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
質
的
研
究
に
お
い
て
、
よ
り
意
図

的
（purposeful

）
に
研
究
対
象
者
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
均
質
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
は
、
い
く
つ
か
の
共

通
条
件
を
つ
け
て
研
究
対
象
者
を
絞
り
込
む
こ
と
で
、
一
定
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
を
よ
り
深
く
知
ろ
う
と
す
る
際
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
方
法

で
あ
る
。
今
回
均
質
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
方
法
を
用
い
て
選
択
さ
れ
た
の
は
、
東
京
基
督
教
大
学
に
在
籍
す
る
二
年
生
と
三
年
生
の
九
人
（
男

性
三
名
、
女
性
六
名
）
で
、
そ
こ
に
は
以
下
の
五
つ
の
共
通
点
が
存
在
す
る
。

① 

今
回
初
め
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
学
生
で
あ
る
こ
と
。
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② 

震
災
以
降
、
五
〇
日
以
内
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
学
生
で
あ
る
こ
と
。

③ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
所
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
（
東
北
三
県
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
。

④ 
実
際
に
被
災
地
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
被
災
者
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
っ
た
こ
と
。

⑤ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
終
了
時
か
ら
一
カ
月
以
上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

本
研
究
の
初
期
段
階
で
研
究
対
象
者
と
な
っ
た
学
生
の
中
に
は
、
以
前
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
や
、
他
の
自
然
災
害
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
学
生
が
見
受
け
ら
れ
た
。
研
究
参
加
者
の
共
通
条
件
を
①
と
し
た
の
は
、
以
前
の
自
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
と

今
回
の
体
験
を
対
比
さ
せ
る
形
で
の
考
察
を
促
す
の
で
は
な
く
、
学
生
に
と
っ
て
初
め
て
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
限
定
し
た
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
意
図
か
ら
で
あ
る
。
研
究
参
加
者
の
共
通
条
件
を
②
③
④
と
し
た
の
は
、
震
災
の
爪
痕
が
色
濃
く
残
る
時
期
に
、
特
に
被
害
が

甚
大
で
あ
っ
た
地
域
で
、
実
際
に
被
災
者
と
ふ
れ
あ
っ
た
体
験
を
持
つ
学
生
か
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
意
図
か
ら
で
あ
る
。
研
究
参
加
者

の
多
く
は
、
大
学
主
催
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
者
で
あ
る
が
、
別
団
体
が
主
催
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
者

も
複
数
い
た
。
研
究
参
加
者
の
共
通
条
件
を
⑤
と
し
た
の
は
、
研
究
参
加
者
の
宗
教
性
や
信
仰
心
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
る
と
い
う
本
研
究

の
性
格
上
、
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
戻
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
時
間
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
の
変
化
を
デ
ー
タ
と
し
て
収
集
す

る
と
い
う
意
図
か
ら
で
あ
る
。
九
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
後
の
実
際
の
経
過
期
間
は
、
最
長
で
約
二
カ
月
、
最
短
で
一
カ
月
で
あ
っ
た
。

以
下
に
本
研
究
に
参
加
し
た
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
基
本
デ
ー
タ
を
列
記
す
る
。

学
生（
A
）
日
程
： 

三
月
下
旬
〜
四
月
初
旬
、
場
所
：
東
松
島
市
、
南
三
陸
町
、
内
容
：
ド
ロ
の
掻
き
出
し
、
家
具
出
し
、
炊
き
出
し
、

支
援
物
資
の
配
布

学
生（
B
）
日
程
： 

四
月
下
旬
〜
五
月
上
旬
、
場
所
：
仙
台
市
、
内
容
：
ド
ロ
の
掻
き
出
し
、
石
灰
撒
き
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学
生（
C
）
日
程
： 

三
月
下
旬
〜
四
月
上
旬
、
場
所
：
東
松
島
市
、
内
容
：
ド
ロ
の
掻
き
出
し

学
生（
D
）
日
程
： 

四
月
中
旬
、
場
所
：
福
島
県
い
わ
き
市
、
内
容
：
炊
き
出
し

学
生（
E
）
日
程
： 

三
月
下
旬
、
四
月
中
旬
、
場
所
：
東
松
島
市
、
石
巻
市
、
内
容
：
後
片
付
け
、
ド
ロ
の
掻
き
出
し
、
救
援
物
資
の
仕

分
け
、
炊
き
出
し

学
生（
F
）
日
程
： 

三
月
下
旬
〜
四
月
上
旬
、
場
所
：
東
松
島
市
、
石
巻
市
、
内
容
：
物
資
の
運
搬
と
配
給
、
炊
き
出
し
、
ド
ロ
の
掻
き

出
し

学
生（
G
）
日
程
： 

三
月
下
旬
〜
四
月
上
旬
、
四
月
下
旬
〜
五
月
上
旬
、
場
所
：
仙
台
市
若
林
区
、
東
松
島
市
、
南
三
陸
町
、
内
容
：
水

の
運
搬
、
倉
庫
の
整
理
、
救
援
物
資
の
仕
分
け
、
ド
ロ
の
掻
き
出
し

学
生（
H
）
日
程
： 

四
月
上
旬
、
場
所
：
仙
台
市
、
女
川
町
、
内
容
：
支
援
物
資
の
運
搬

学
生（
I
）
日
程
： 

四
月
中
旬
、
場
所
：
東
松
島
市
、
内
容
：
ド
ロ
の
掻
き
出
し

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
お
よ
び
小
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
宗
教
心
の
変
化
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
と
い
う
意
図
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
出
発
前
」、「
活
動
最
中
」、「
そ
の
後
」
と
い
う
時
間
の
経
過
と
、
そ
れ
に
伴
う
変
化
を
軸
に
質
問
を
作
成
し
、
時

系
列
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
試
み
た
。
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ
リ
ー
で
は
、
研
究
者
が
自
ら
の
予
見
に
頼
ら
ず
、
研
究
対
象
者
が
で
き
る
限
り

自
由
に
、
ま
た
正
直
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
つ
つ
、
質
問
の
内
容
や
、
話
し
の
導
き
方
を
オ
ー
プ
ン
に
保
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
が
、
本
研
究
で
はPatton

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、O

pen-ended Interview
 Q

uestion 

を
用
い
て
で
き
る
限
り
自
由
に
発
言
す
る

こ
と
が
促
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
お
よ
び
小
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
下
記
の
三
つ
の
質
問
が
基
本
形
と
し
て
用
意

さ
れ
た
）
7
（

。



84

①
「
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
理
由
に
つ
い
て
自
由
に
述
べ
て
下
さ
い
。」

②
「
被
災
地
で
の
体
験
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
か
。
自
由
に
述
べ
て
下
さ
い
。」

③
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
戻
っ
て
、
自
分
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
。
自
由
に
述
べ
て
下
さ
い
。」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
上
記
の
質
問
へ
の
自
由
な
返
答
に
対
し
て
、「
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」

「
も
う
す
こ
し
詳
し
く
話
し
て
下
さ
い
。」
と
い
っ
た
答
え
の
明
確
化
を
促
す
質
問
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
行
っ
た
。
行
動
観
察
で
は
研

究
参
加
者
同
士
の
会
話
や
研
究
者
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
本
研
究
に
関
連
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
非
言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

す
な
わ
ち
、
語
調
、
言
葉
の
抑
揚
、
表
情
等
が
記
録
さ
れ
た
。
ま
た
本
研
究
で
は
、
誘
導
的
質
問
を
避
け
、
自
主
的
発
言
を
促
す
と
い
う
観

点
か
ら
、
宗
教
的
な
事
柄
に
対
す
る
発
言
を
意
図
的
に
促
す
質
問
は
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
。
研
究
参
加
者
に
は
で
き
る
だ
け
自
由
に
、
そ
し

て
何
で
も
語
る
こ
と
が
促
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
す
べ
て
彼
ら
が
自
主
的
に
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

3
．
結
果

本
研
究
の
デ
ー
タ
収
集
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
四
日
か
ら
二
三
日
の
間
で
、
場
所
は
本
研
究
の
研
究
者
が
所
属
す
る

大
学
の
食
堂
、
お
よ
び
教
室
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、
研
究
参
加
者
の
了
解
を
得
て
電
子
レ
コ
ー
ダ
ー

に
記
録
さ
れ
た
。
音
声
デ
ー
タ
は
研
究
者
が
文
字
に
起
こ
し
、
そ
の
回
答
の
内
容
、
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
言
葉
、
ま
た
感
情
を
込
め
て
語

ら
れ
た
言
葉
、
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
て
分
け
、
さ
ら
に
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
法
を
用
い
て
さ
ら
な
る
デ
ー
タ
の
細
分
化
と
生
成
を
試
み

た
。
以
下
に
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
果
を
六
つ
の
項
目
に
分
け
て
列
挙
す
る
。



85 震災ボランティア活動と若者の宗教心の発達

（
1
）
ま
ず
「
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
理
由
に
つ
い
て
自
由
に
述
べ
て
下
さ
い
。」
と
い
う
質
問

の
答
え
か
ら
、
研
究
参
加
者
の
多
く
に
共
通
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
の
き
っ
か
け
や
理
由
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を

大
別
す
る
と
、
第
一
は
、「
何
か
し
た
い
」、「
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
第
二
は
、
被
災
者

の
身
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
際
に
見
て
み
た
い
と
思
う
欲
求
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
が
語
ら

れ
た
。「

テ
レ
ビ
に
映
る
被
災
者
の
様
子
を
見
て
、
行
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。」

「
同
じ
日
本
人
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
放
っ
て
お
け
な
か
っ
た
。」

「
震
災
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
こ
の
こ
と
を
人
ご
と
に
し
た
く
な
い
と
感
じ
た
。」

「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
の
を
見
て
、
私
も
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。」

「
友
人
が
積
極
的
に
募
金
活
動
に
奔
走
す
る
の
を
見
て
、
自
分
は
現
地
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
。」

「
か
わ
い
そ
う
と
思
う
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
行
動
す
べ
き
だ
と
い
う
友
人
の
発
言
に
触
発
さ
れ
た
。」

「
私
に
で
き
る
こ
と
が
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。」

「
自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
、
真
剣
に
考
え
た
。」

「
被
災
地
の
人
の
苦
し
み
を
体
感
し
た
い
と
思
っ
た
。」

「
ど
の
よ
う
な
困
難
や
苦
し
み
が
あ
る
か
を
知
れ
る
と
思
っ
た
。」

「
実
際
に
被
災
者
の
様
子
を
見
て
、
同
じ
苦
難
を
体
験
し
た
い
と
思
っ
た
。」

「
被
災
地
の
人
の
苦
し
み
を
リ
ア
ル
に
体
感
し
た
い
と
思
っ
た
。」



86

「
実
際
の
被
災
者
の
状
況
を
こ
の
目
で
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。」

「
被
災
地
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
現
地
で
実
際
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
。」

「
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
あ
の
悲
惨
な
場
所
を
自
分
の
目
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」

研
究
参
加
者
の
多
く
に
「
何
か
し
た
い
」、「
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
起
こ
っ
た
引
き
金
と
し
て
多
く
挙
げ

ら
れ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
に
映
る
被
災
者
の
苦
し
み
の
様
子
や
、
震
災
に
関
す
る
友
人
・
知
人
の
行
動
や
言
葉
等
で
あ
っ
た
。
被
災
地
で
実
際

に
「
見
た
い
」「
知
り
た
い
」「
体
験
し
た
い
」
こ
と
の
対
象
と
し
て
は
、
被
災
者
が
直
面
す
る
厳
し
い
現
状
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
研

究
参
加
者
の
多
く
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
と
押
し
出
し
た
の
は
、
被
災
地
の
物
質
的
状
況
と
い
う
よ
り
、
被
災
地
の
人
間
的
状
況
に
結
び

つ
く
事
柄
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
際
の
思
い
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
聞
か
れ
た
。

「
原
発
の
問
題
も
あ
っ
た
の
で
、
被
爆
し
、
健
康
に
害
が
加
わ
る
こ
と
も
覚
悟
し
た
。」

「
身
の
安
全
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
覚
悟
し
た
。」

「
生
活
は
不
自
由
に
な
る
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
た
。」

「
周
り
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
行
っ
た
が
、
賛
同
し
て
も
ら
え
な
く
と
も
良
い
と
思
っ
た
。」

研
究
参
加
者
の
多
く
は
、
か
な
り
の
覚
悟
を
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
の
多
く
が
抱
い
た
「
見
た

い
」「
知
り
た
い
」「
体
験
し
た
い
」
と
い
う
欲
求
は
、
た
だ
単
に
彼
ら
の
自
己
中
心
的
な
好
奇
心
の
欲
求
を
満
た
す
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

彼
ら
の
持
つ
「
被
災
者
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
思
う
強
い
気
持
ち
を
実
行
に
移
す
た
め
に
も
、
ま
ず
「
見
た
い
」「
知
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り
た
い
」「
体
験
し
た
い
」
と
思
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
2
）
被
災
地
の
人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
押
し
出
さ
れ
て
、
東
北
三
県
に
向
か
っ
た
研
究
参
加
者
を
待
っ

て
い
た
の
は
、
想
像
を
絶
す
る
光
景
で
あ
っ
た
。
津
波
に
よ
っ
て
で
き
た
瓦
礫
の
山
や
、
何
百
人
も
が
一
カ
所
に
身
を
寄
せ
る
避
難
所
の
様

子
を
彼
ら
は
以
下
の
よ
う
に
言
い
表
し
て
い
る
。

「
先
に
被
災
地
に
行
っ
た
人
か
ら
『
言
葉
に
な
ら
な
い
』
と
い
う
感
想
を
聞
き
、
自
分
は
違
う
感
想
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
が
、
や
は
り
実
際
言
葉
が
出
な
い
ほ
ど
驚
い
た
。」

「
本
当
に
こ
れ
が
現
実
な
の
か
な
あ
と
思
っ
た
。」

「
そ
こ
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
の
光
景
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思
っ
た
。」

「
始
め
は
車
か
ら
惨
状
を
見
て
、
夢
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、
実
際
に
車
か
ら
降
り
て
、
特
に
魚
の
生
臭
い
に
お
い
を
嗅

ぎ
、
あ
あ
、
本
当
に
現
実
な
ん
だ
と
感
じ
た
」。

「
南
三
陸
町
の
惨
状
を
見
て
、
絶
句
し
た
。
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
異
様
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。」

「
こ
の
静
か
な
海
が
、
本
当
に
こ
ん
な
惨
状
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。」

「
自
分
の
見
た
光
景
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。」

「
こ
ん
な
状
況
を
自
分
の
目
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。」

「
そ
こ
に
自
分
が
い
る
こ
と
が
不
思
議
だ
っ
た
。」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
業
を
し
な
が
ら
も
、
自
分
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。」

「
体
育
館
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
人
々
を
見
て
、
そ
れ
が
現
実
だ
と
は
な
か
な
か
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。」
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「
も
し
自
分
が
直
接
こ
の
被
害
を
受
け
て
い
た
ら
、
き
っ
と
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。」

研
究
参
加
者
の
多
く
は
、
被
災
地
の
様
子
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
被
災
地
訪
問
か
ら
一
カ
月
以
上
経
っ
た
時
点
で
も
、
言
葉
を
用

い
て
そ
の
時
の
状
況
や
、
自
ら
の
思
い
を
説
明
す
る
こ
と
に
困
難
を
覚
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
3
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
想
像
を
絶
す
る
被
災
地
の
光
景
と
同
等
に
感
情
を
込
め
て
語
ら
れ
た
の
は
、
目

の
前
に
広
が
る
悲
惨
な
光
景
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
動
く
自
分
自
身
の
あ
り
よ
う
や
自
分
に
対
す
る
思
い
に
関
す
る
感
想
で
あ
っ

た
。

「
行
く
前
は
、
被
災
地
に
つ
い
た
ら
、
さ
っ
と
す
る
べ
き
事
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
実
際
に
多
く
の
被
災
者
の
姿
を
見
て
、

足
が
す
く
ん
で
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。
前
に
進
め
ず
、
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。」

「
あ
ま
り
の
被
害
の
大
き
さ
に
、
私
な
ん
か
が
、
ち
ょ
っ
と
手
伝
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ
た
。」

「
何
か
役
に
立
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
自
分
の
働
き
は
本
当
に
役
に
立
つ
の
か
疑
問
を
持
っ
た
。」

「
被
災
し
た
人
た
ち
の
悲
し
そ
う
な
目
を
見
た
が
、
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
に
か
わ
い
そ
う
と
か
、
説
明
で
き
る
よ
う
な
感

情
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。」

「
自
分
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
何
も
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
前
は
、
色
々
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
自
分
の
浅
は
か
さ
、
愚
か
さ
に
気
が
つ
い
た
。」

「（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
期
間
の
）
五
日
だ
け
で
疲
れ
て
し
ま
っ
た
自
分
と
、
二
カ
月
も
避
難
所
生
活
を
し
て
い
る
人
を
比
べ
て
、

が
っ
か
り
し
た
。
自
分
は
よ
わ
い
な
あ
と
感
じ
た
し
、
悲
し
か
っ
た
。」
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「
ド
ロ
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
家
の
住
人
に
対
し
、
本
当
に
大
変
だ
な
あ
、
辛
い
ん
だ
な
あ
と
感
じ
つ
つ
も
、
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
に
戻
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
い
と
思
う
自
分
が
と
て
も
小
さ
く
思
え
た
。」

「
安
全
な
時
に
安
全
な
場
所
か
ら
災
害
の
様
子
を
見
る
自
分
に
対
し
、
自
分
は
何
様
だ
ろ
う
と
感
じ
、
申
し
訳
な
い
と
思
っ
た
。」

「
自
分
は
何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
だ
け
を
学
ん
だ
気
が
す
る
。」

「
自
分
の
欲
望
が
す
べ
て
罪
深
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
た
。」

「
何
か
で
き
る
と
思
っ
て
行
っ
た
が
、
作
業
も
進
ま
ず
、
自
分
に
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。」

「
ひ
と
り
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
家
の
瓦
礫
の
中
で
何
か
を
探
し
て
い
る
の
を
見
て
、「
何
か
お
探
し
で
す
か
。
お
手
伝
い
し
ま
す
。」

と
軽
く
言
っ
た
ら
、『
だ
ん
な
の
死
体
を
探
し
て
い
ま
す
。』
と
言
わ
れ
、
返
す
言
葉
が
な
か
っ
た
。
苦
悩
の
レ
ベ
ル
の
違
い
を
感

じ
、
ま
た
自
分
は
本
当
に
傲
慢
だ
っ
た
と
思
う
。」

「
自
分
が
東
京
で
持
っ
て
い
た
不
平
や
不
満
は
、
被
災
者
の
苦
し
み
に
比
べ
た
ら
何
で
も
な
い
と
思
っ
た
。」

「
被
災
し
た
人
と
同
じ
気
持
ち
を
味
わ
え
る
と
思
っ
て
行
っ
た
け
ど
、
実
際
行
っ
た
ら
、
ま
っ
た
く
レ
ベ
ル
が
違
い
、
到
底
そ
れ
を

感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
痛
感
し
た
。」

「
自
分
に
は
家
が
あ
る
し
、
ご
飯
も
食
べ
よ
う
と
思
え
ば
食
べ
れ
る
し
、
家
族
も
傷
つ
い
て
い
な
い
し
、
基
本
的
な
必
要
は
満
た
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
な
あ
と
痛
感
し
た
。」

「
家
も
流
さ
れ
、
何
も
な
い
人
の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
な
ん
て
不
可
能
だ
と
思
っ
た
。」

「
被
災
者
に
対
し
て
『
大
丈
夫
で
す
よ
。』
な
ど
と
い
う
言
葉
を
軽
々
し
く
使
え
な
い
と
思
っ
た
。」

「
高
齢
の
被
災
者
が
、
も
う
死
ん
だ
方
が
ま
し
と
言
っ
て
い
た
が
、
返
す
言
葉
が
ま
っ
た
く
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
気
軽
に
答
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
。」
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研
究
参
加
者
の
多
く
は
、
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
活
動
の
中
で
、
自
ら
の
能
力
や
技
量
を
再
認
識
し
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
自
分

の
実
状
を
直
視
す
る
こ
と
を
、
あ
る
意
味
「
迫
ら
れ
た
」
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
例
え
ば
、「
自
分
は
何
も
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
、
そ
れ
だ
け
を
学
ん
だ
気
が
す
る
。」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
自
分
も
何
か
し
た
い
。」「
被
災
者
の
苦
し
み
を
共

有
し
た
い
。」
と
い
っ
た
思
い
を
胸
に
、
意
気
揚
々
と
被
災
地
に
乗
り
込
ん
だ
自
ら
の
「
甘
さ
」
や
「
安
易
さ
」
に
対
す
る
反
省
と
い
う
意

味
合
い
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

（
4
）「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
戻
っ
て
、
自
分
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
。
自
由
に
述
べ
て
下
さ
い
。」
と
い
う
三
つ
め

の
質
問
に
対
し
て
最
も
多
か
っ
た
答
え
は
、
上
記
の
結
果（
3
）と
同
様
、
自
責
の
念
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
東
北
三
県
か
ら
戻
っ
て
一

カ
月
以
上
が
経
過
し
た
時
点
で
、
多
く
の
研
究
参
加
者
は
、
被
災
地
で
の
体
験
の
鮮
明
さ
や
、
被
災
者
に
対
す
る
思
い
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
と

感
じ
、
そ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
も
う
帰
っ
て
き
て
か
ら
二
カ
月
経
つ
ん
で
す
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
被
災
地
の
体
験
が
薄
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
が
い
る
。」

「
今
も
避
難
所
生
活
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の
に
、
私
は
普
段
の
生
活
に
普
通
に
戻
っ
て
い
る
自
分
が
い
や
だ
。」

「
被
災
地
の
人
の
苦
し
み
、
そ
れ
を
感
じ
た
自
分
を
忘
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。」

「
被
災
者
の
た
め
の
祈
り
が
、
最
近
あ
り
き
た
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
祈
る
思
い
を
忘
れ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
、
反

省
す
る
。」

「
帰
っ
て
来
て
た
っ
た
二
カ
月
な
の
に
、
も
う
一
〇
〇
だ
っ
た
被
災
地
へ
の
思
い
が
三
〇
く
ら
い
に
な
っ
て
い
て
、
結
局
自
分
は
自

己
中
心
だ
な
あ
と
思
う
。」

「
満
足
な
物
資
が
な
い
中
で
食
べ
た
お
に
ぎ
り
の
味
が
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
い
つ
も
食
べ
る
お
に
ぎ
り
と
は
、
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お
い
し
さ
も
、
喜
び
も
違
っ
た
。
で
も
帰
っ
て
き
て
、
二
カ
月
経
っ
て
、
普
通
に
感
謝
な
く
食
事
も
す
る
し
、
自
分
の
事
し
か
考
え

て
い
な
い
自
分
が
い
て
、
自
分
の
変
わ
り
よ
う
に
は
驚
い
た
。
が
っ
か
り
す
る
。」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
時
に
書
い
て
い
た
日
記
を
見
直
す
と
、
そ
の
時
の
自
分
が
震
災
に
つ
い
て
と
て
も
強
い
思
い
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
も
今
は
、
震
災
の
重
要
度
も
自
分
の
中
で
下
が
っ
て
き
て
い
る
な
あ
と
感
じ
、
そ
れ
が
い
や
だ
。」

研
究
参
加
者
の
多
く
は
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
受
け
た
様
々
な
シ
ョ
ッ
ク
が
、
時
間
の
経
過
と
同
時
に
徐
々
に
薄
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
に
、
大
き
な
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
同
時
に
そ
の
よ
う
な
変
化
を
通
し
て
自
ら
の
弱
さ
を
認
識
し
、
そ
れ

を
強
く
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

（
5
）「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
戻
っ
て
、
自
分
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
。
自
由
に
述
べ
て
下
さ
い
。」
と
い
う
三
つ
め

の
質
問
に
対
し
て（
4
）と
同
様
に
多
か
っ
た
答
え
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
得
た
、
物
事
に
対
す
る
新
た
な
観
点
（「
以
前
は
○

○
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は
○
○
と
思
う
。」
と
い
う
表
現
が
多
用
さ
れ
た
。）
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
内
容
は
様
々
だ
が
、

「
以
前
は
あ
ま
り
目
を
留
め
な
か
っ
た
こ
と
」「
以
前
は
あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
た
こ
と
」
等
に
対
し
て
、
上
記
の
結
果（
3
）（
4
）に
対

す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
戒
の
念
も
込
め
ら
れ
た
表
現
を
用
い
、
そ
れ
ら
が
「
改
め
ら
れ
た
」
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
た
。「

日
常
生
活
で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
小
さ
な
喜
び
を
見
い
だ
し
、
こ
の
限
り
あ
る
地
上
で
の
生
活
の
中
で
、

そ
れ
を
楽
し
ん
で
も
い
い
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。」

「
震
災
前
は
、
水
道
が
出
た
り
、
電
気
が
つ
い
た
り
、
道
路
が
平
ら
な
の
も
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
当
た
り
前
が
当
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た
り
前
で
は
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
た
り
ま
え
の
も
の
が
、
じ
つ
は
崩
れ
や
す
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

人
間
が
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
が
、
た
と
え
ば
新
宿
の
高
層
ビ
ル
な
ん
か
も
、
じ
つ
は
も
ろ
い
も
の
な
ん
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。」

「
色
々
な
こ
と
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
な
あ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
震
災
も
大
変
だ
が
、
世
界
の
他
の
国
々
に
も

多
く
の
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
い
う
現
実
に
も
目
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。」

「
家
に
帰
っ
て
か
ら
節
電
を
心
が
け
る
私
に
、
原
発
事
故
の
影
響
を
直
接
受
け
て
い
な
い
こ
こ
で
節
電
し
て
も
、
被
災
地
の
役
に
は

立
た
な
い
よ
と
家
族
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
電
気
を
消
す
こ
と
よ
り
、
そ
れ
を
気
に
か
け
る
心
が
大
切
だ
よ
と
訴
え
る
熱
い

私
が
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。」

「
こ
の
震
災
で
亡
く
な
っ
た
と
同
じ
数
の
人
が
、
毎
年
自
殺
と
い
う
形
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
被
災
地
で
苦
し
ん

で
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
が
、
自
分
の
周
り
に
も
苦
し
ん
で
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
な
あ
と
強
く
思
わ
さ
れ
た
。
被
災
地

で
も
そ
う
だ
が
、
自
分
の
周
り
の
苦
し
ん
で
い
る
人
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
が
つ
い
た
。」

「
様
々
な
社
会
問
題
に
対
し
て
無
関
心
な
ス
ク
ー
ル
メ
ー
ト
に
、
世
の
中
に
は
そ
れ
ら
で
本
当
に
困
っ
た
り
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い

る
と
い
う
現
実
に
目
を
向
け
て
欲
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。」

ま
た
研
究
参
加
者
の
得
た
「
新
た
な
物
事
の
新
た
な
見
方
」
は
、
実
は
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
最
中
に
気
が
つ
き
、
今
に
至

る
ま
で
そ
れ
を
持
ち
続
け
て
い
る
と
す
る
言
葉
も
あ
っ
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
の
留
守
番
を
任
さ
れ
、
現
場
に
出
て
行
か
れ
な
い
こ
と
に
不
満
を
感
じ
た
が
、
留
守

番
を
し
な
が
ら
の
皿
洗
い
や
仕
分
け
作
業
も
大
切
な
活
動
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
を
思
わ
さ
れ
、
現
場
に
出
て
行
っ
た
人
た
ち
の
た
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め
の
そ
の
よ
う
な
働
き
も
大
切
だ
と
思
い
、
小
さ
な
こ
と
に
も
意
味
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

「
ド
ロ
の
中
に
あ
っ
た
球
根
か
ら
芽
が
出
て
、
ス
イ
セ
ン
が
咲
い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
ん
な
些
細
な
こ
と
に
感
動
す
る
自
分
が

い
ま
し
た
。
神
が
造
っ
た
自
然
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
に
感
動
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。」

ま
た
自
ら
の
持
っ
て
い
た
宗
教
観
の
変
化
に
関
す
る
言
葉
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。

「
被
災
地
に
行
く
前
は
、
神
は
愛
で
あ
り
、
す
べ
て
の
事
が
神
の
愛
か
ら
出
て
い
る
と
確
信
し
て
い
た
。
被
災
地
か
ら
帰
っ
て
き
て
、

神
は
愛
で
あ
る
と
い
う
信
念
は
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
簡
単
に
口
に
出
し
た
り
、
そ
の
こ
と
を
安
易
に
祈
っ
た
り
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。」

「
被
災
地
で
の
祈
り
の
中
で
、
神
様
の
計
画
と
か
、
神
の
み
こ
こ
ろ
と
い
う
言
葉
が
、
ま
っ
た
く
使
え
な
か
っ
た
。
以
前
は
、
そ
う

い
っ
た
言
葉
を
頻
繁
に
使
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
物
事
を
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
使
っ
て
い
た
と
思
う
。」

多
く
の
研
究
参
加
者
が
新
し
く
得
た
観
点
（
も
の
の
見
方
）
の
具
体
的
な
内
容
は
多
様
だ
が
、
そ
れ
ら
は
彼
ら
の
「
価
値
観
」
や
「
世
界

観
」
の
大
き
な
変
化
に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
6
）
研
究
参
加
者
の
全
員
に
、
質
問
の（
3
）へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
後
に
ど
の
よ
う
な
「
振
り
返
り
」

の
機
会
が
あ
っ
た
か
を
尋
ね
た
。「
友
達
や
家
族
と
少
し
話
し
た
。」「
自
分
の
中
で
反
省
し
た
。」
と
い
っ
た
答
え
は
多
く
あ
っ
た
が
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
振
り
返
る
」
と
い
う
目
的
を
は
っ
き
り
と
設
定
し
、
き
ち
ん
と
時
間
を
確
保
し
た
上
で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
機
会
は
な
か
っ
た
と
答
え
た
。
ま
た
本
研
究
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
感
想
を
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求
め
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
返
答
が
あ
っ
た
。

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質
問
で
、
色
々
な
感
情
や
思
い
が
引
き
出
さ
れ
た
。」

「
自
分
が
自
分
の
体
験
を
口
に
出
し
て
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
が
は
っ
き
り
し
た
部
分
も
あ
っ
た
。」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
に
つ
い
て
、
感
覚
的
な
記
憶
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
口
に
出
し
て
伝
え
る
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
。」

「
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
の
人
の
話
か
ら
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。」

「
人
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
自
分
の
思
い
と
の
相
違
点
や
、
思
い
出
し
た
こ
と
や
、
気
が
つ
か
さ
れ
た
こ
と
が
多
く
あ
っ

た
。」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
内
容
は
似
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
受
け
取
る
こ
と
や
考
え
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
な
ん
だ
な

あ
と
思
っ
た
。
あ
あ
、
そ
う
な
ん
だ
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。」

「
被
災
地
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
い
て
、
私
も
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
た
。」

本
研
究
を
通
し
て
、
は
じ
め
て
自
分
に
起
こ
っ
た
変
化
に
気
が
つ
き
、
自
分
の
思
い
が
明
確
化
さ
れ
た
と
語
っ
た
参
加
者
も
多
く
あ
り
、

ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
有
意
義
で
あ
っ
た
と
語
っ
た
者
も
同
様
に
多
か
っ
た
。

4
．
分
析

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
結
果
を
分
析
す
る
た
め
に
、
本
研
究
で
は
、
宗
教
学
、
社
会
学
、
心
理
学
と
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い
う
、
複
数
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
学
術
研
究
結
果
が
そ
の
参
考
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
よ
り
多
角
的
な
、
よ
り
精
度
の
高
い
分
析
を
目

指
し
、
質
的
研
究
に
お
け
るT

riangulation

の
方
法
を
用
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
の
分
析
の
結
果
を
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
理
由
」「
危
機
体
験
と
宗
教
心
の
変
化
」「
宗
教
性
、
信
仰
心
の
発
達
」「
現
象
学
的
教
育
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
い

う
四
つ
の
項
目
に
分
け
て
記
述
し
た
。

（
1
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
社
会
心
理
学
の
観
点
か
ら
研
究
す
る D

avid G
erald

と Louis A
. Penner

は
、
様
々
な
人
間
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
足
を
踏
み
入
れ
る
経
緯
を
調
査
、
分
析
し
、
そ
れ
を
「determ

inants for volunteer w
ork

：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
参

加
）
を
決
定
付
け
る
要
素
」
と
し
て
以
下
の
四
種
類
の
形
態
（m

odel

）
に
分
類
し
た
）
8
（

。

① role-identity m
odel

：
社
会
奉
仕
活
動
が
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
強
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
る
場
合

② values and attitudes m
odel

：
社
会
奉
仕
活
動
の
必
要
性
に
対
し
て
強
い
信
念
を
持
つ
場
合

③ volunteer m
otivations m

odel

：
自
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
自
己
充
実
の
た
め
の
社
会
奉
仕
活
動
で
あ
る
場
合

④ volunteer personality m
odel

：
純
粋
に
人
を
助
け
た
い
と
強
く
感
じ
る
場
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
す
る
者
は
、
必
ず
こ
れ
ら
四
つ
の
モ
デ
ル
の
ど
れ
か
一
つ
に
だ
け
当
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
複

数
の
要
因
の
中
で
、
ど
れ
か
一
つ
が
最
も
強
い
場
合
が
多
い
こ
と
をG

erald
と Penner 

は
強
調
す
る
。
本
研
究
に
参
加
し
た
大
学
生
が
、

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
挑
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、「
被
災
者
の
苦
し
み
を
他
人
事
と
し
た
く
な
い
」、「
被
災
者
の
苦
し
み
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
を
助
け
た
い
」、
と
い
っ
た
強
い
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
結
果（
1
）で
述
べ
た
が
、
そ
れ
を
見
る
限

り
、
彼
ら
の
多
く
は
、G

erald

と Penner

の
提
唱
す
る
四
つ
の
モ
デ
ル
の
二
番
目
と
四
番
目
、
特
に
四
番
目
の
「volunteer personality 
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m
odel

：
純
粋
に
人
を
助
け
た
い
と
強
く
感
じ
る
場
合
」
に
最
も
よ
く
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
）
9
（

。
残
念
な
が
ら
本
研
究
に

よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、
な
ぜ
彼
ら
が
当
初
そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
理
由
ま
で
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
本
研
究
で
記
録
さ
れ
た
様
々
な
内
面
的
な
変
化
は
、
被
災
者
に
対
す
る
同
情
心
や
、
震
災
へ
の
危
機
感
を
持
っ
た
学
生
の
、
主

体
的
な
判
断
に
後
押
し
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
本
研
究
の
参
加
者
は
、
被
災
地
で
彼
ら
が
目
に
し
た
光
景
を
、「
口
で
は
言
い
表
せ
な
い
」「
信
じ
難
い
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

伝
え
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
は
「
異
様
な
光
景
」「
絶
句
し
た
」「
不
思
議
だ
っ
た
」「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
も
飛
び

出
し
た
こ
と
は
、
研
究
結
果（
2
）で
記
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
常
を
越
え
た
震
災
危
機
体
験
は
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
心
理
学
者
で
、
宗
教
回
心
論
を
専
門
と
す
る Lew

is R
. R

anbo 

と C
harles E

. Farhadian 

は
、
危
機

（crisis

）
に
よ
っ
て
個
々
に
生
じ
る
宗
教
的
変
化
を
「
危
機
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
無
秩
序
と
混
乱
は
、個
々
が
そ
れ
ま
で
『
当
た
り
前
』

と
思
っ
て
い
た
世
界
観
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
役
目
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。」
と
説
明
す
る
）
10
（

。
ま
たR

anbo 

は
、
危
機
を
、
外
的
な
危
機

と
内
的
な
危
機
の
二
種
類
に
分
類
す
る
。
内
的
な
危
機
は
、
体
や
精
神
の
病
、
個
々
の
考
え
方
の
変
化
に
起
因
し
、
外
的
な
危
機
は
、
政
治

的
変
化
や
天
変
地
異
、
さ
ら
に
は
人
間
関
係
の
変
化
等
の
人
間
的
な
要
因
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
と
し
、
危
機
を
通
し
て
個
々
の
日
常
に
鋭
く

投
げ
か
け
ら
れ
た
疑
問
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
む
か
に
よ
っ
て
も
、
宗
教
心
の
変
化
に
大
き
な
違
い
が
現
れ
る
と

彼
は
主
張
す
る
）
11
（

。
あ
る
者
は
、
疑
問
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
示
す
。
そ
の
場
合
、
大
き
な
宗
教
心
の
変
化
が
起
こ
る
こ
と
は
少
な
い
。

あ
る
者
は
積
極
的
に
そ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
そ
の
過
程
で
世
界
観
が
変
化
し
、
そ
れ
が
宗
教
的
回

心
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

宗
教
教
育
学
者
で
、
若
者
の
宗
教
性
を
専
門
に
研
究
す
るSteve Fortosis 

は
、
危
機
体
験
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
発

達
論
の
立
場
か
ら
考
え
て
、
危
機
体
験
は
、
若
者
が
成
長
し
た
宗
教
性
を
持
つ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る



97 震災ボランティア活動と若者の宗教心の発達

も
の
で
あ
る
。
多
く
の
若
者
は
、
危
機
体
験
を
意
図
的
に
避
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
）
宗
教
性
の
成
長
の
機
会
を
逃
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
）
12
（

」。Fortosis

はR
anbo

同
様
、
若
者
の
危
機
体
験
を
、
宗
教
性
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
と
結
び
つ
け
、
そ
れ
を
宗
教
的
成

長
の
好
機
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

日
本
人
の
若
者
を
対
象
に
し
た
研
究
と
し
て
は
、
本
研
究
の
研
究
者
が
二
〇
〇
九
年
に
米
国
の
宗
教
教
育
学
会
の
学
会
誌 R

eligious 

E
ducation 

で
発
表
し
た
、
米
国
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
在
学
す
る
日
本
人
大
学
生
の
宗
教
心
の
変
化
に
関
す
る
調
査
が
存
在
す
る
。
そ

こ
で
は
、
留
学
中
に
起
こ
っ
た
様
々
な
内
的
危
機
体
験
が
、
研
究
参
加
者
の
宗
教
に
対
す
る
思
い
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
ま
た
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
変
わ
っ
た
と
い
う
研
究
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る
）
13
（

。本
研
究
の
参
加
者
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
彼
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
危
機
に
対
し
て
、
あ
る
意
味
自
分
の
身
の
安
全
や
、
自

分
の
時
間
を
犠
牲
に
し
て
、
そ
こ
に
積
極
的
に
足
を
踏
み
入
れ
た
若
者
た
ち
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
自
分
が
置
か
れ
た
危
機
的
状
況
の
中

で
、
彼
ら
の
多
く
は
、
そ
こ
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
大
き
な
疑
問
を
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
結
果（
3
）（
4
）に
も
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
思
い
知
ら
さ
れ
た
」「
傲
慢
だ
っ
た
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
新
た
に
さ
れ
た
自
ら
の
思
い
を
説
明
し
て
い
る
。

本
研
究
に
記
録
さ
れ
た
事
柄
の
中
で
、
宗
教
に
関
す
る
直
接
的
な
言
及
の
占
め
る
割
合
は
比
較
的
小
さ
か
っ
た
が
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
少
な
く
と
も
上
記
さ
れ
た
社
会
心
理
学
や
宗
教
教
育
学
の
立
場
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
宗
教
的
変
化
を
も
た
ら
す
可

能
性
を
内
包
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
次
に
こ
こ
で
、
上
記
さ
れ
た
宗
教
性
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
成
長
」
や
「
発
達
」
と
い
っ
た
側
面
か
ら
、

さ
ら
に
具
体
的
に
分
析
す
る
。
米
国
に
お
け
る
宗
教
心
理
学
研
究
や
宗
教
教
育
学
研
究
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
たE

m
ory U

niversity

のJam
es W

. Fow
ler

は
、E

rick E
rickson 

の
心
理
発
達
論
や
、 Law

rence K
ohlberg 

の
道
徳
発
達
論
の
モ
チ
ー
フ
に
基
づ
き
、
独
自
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のfaith developm
ent theory

（
信
仰
発
達
論
）
を
構
築
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
のPaul T

illich

や
、H

. 

R
ichard N

iebuhr 

の
人
間
理
解
に
習
い
、「
信
仰
」
を
「
超
越
者
と
の
関
係
性
に
関
し
て
、
全
て
の
人
間
の
持
つ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
要
素
」

と
し
て
扱
い
、
さ
ら
に
「
信
仰
」
の
成
長
と
「
心
理
的
」
な
発
達
を
区
別
せ
ず
、
一
つ
の
発
達
の
枠
組
み
の
中
に
両
者
を
入
れ
て
理
解
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
。Fow

ler

の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、「
心
理
的
発
達
」
の
概
念
を
宗
教
の
領
域
に
受
け
入
れ
た
の
と
同
時
に
、「
信
仰
の
発

達
（
成
長
）」
の
概
念
を
個
別
の
宗
教
の
閉
鎖
的
な
枠
組
み
か
ら
取
り
出
し
た
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。Fow

ler

の
信
仰
発
達
論
は

現
在
も
欧
米
の
宗
教
教
育
研
究
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
重
要
な
セ
オ
リ
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
彼
の
提
唱
す
る
信
仰
発
達
論
の
段
階

（stages

）
で
あ
る
）
14
（

。

第
一
段
階 

「Intuitive-Projective faith: 

直
感
的
信
仰
」：
子
ど
も
が
親
の
「
目
に
見
え
る
信
仰
の
形
」
を
直
感
的
に
模
倣
す
る
。
自
ら

の
信
仰
に
対
す
る
論
理
的
な
考
察
は
な
い
。

第
二
段
階 

「M
ythic-Literal faith: 

神
秘
的
で
文
字
通
り
の
信
仰
」：
現
実
と
非
現
実
を
識
別
し
、
親
以
外
の
「
信
仰
の
形
」
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
物
事
を
抽
象
的
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
段
階 

「Synthetic-C
onventional faith: 

模
造
さ
れ
た
紋
切
り
型
の
信
仰
」：
家
族
や
友
人
と
い
っ
た
自
分
の
周
囲
に
あ
る
大
切
な

グ
ル
ー
プ
や
権
威
に
自
ら
を
合
わ
せ
る
形
で
信
仰
を
形
成
す
る
。
理
論
的
な
考
察
は
浅
く
、
物
事
を
短
絡
的
に
考
え
る
傾
向

が
あ
る
。

第
四
段
階 

「Individuative-R
eflective faith: 

個
人
的
で
熟
考
さ
れ
た
信
仰
」：
グ
ル
ー
プ
や
権
威
に
よ
る
信
仰
の
形
を
批
判
的
に
見
る

こ
と
が
可
能
。
自
主
的
な
信
仰
の
形
成
を
試
み
る
が
二
者
択
一
的
な
理
論
展
開
が
多
い
。

第
五
段
階 

「C
onjunctive faith: 

関
連
性
、
関
係
性
を
重
視
す
る
信
仰
」：
信
仰
の
自
主
性
に
限
界
を
感
じ
、
他
者
の
異
な
る
主
張
や
、

逆
説
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
理
解
を
示
す
。
相
対
主
義
的
に
は
な
ら
ず
、
自
ら
の
信
仰
の
形
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、
異
者
と
の
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対
話
や
共
存
の
可
能
性
を
探
る
。

第
六
段
階 

「U
niversalizing faith: 

普
遍
的
信
仰
」：
真
実
の
多
元
性
や
逆
説
性
に
対
す
る
迷
い
と
共
に
自
我
を
捨
て
、
神
の
意
志
に

身
を
任
せ
、
社
会
貢
献
に
尽
く
す
信
仰
の
形
。

Fow
ler 

の
信
仰
発
達
論
に
よ
る
と
、
高
校
生
世
代
か
ら
大
学
生
世
代
（
一
六
―
一
七
歳
か
ら
二
一
―
二
二
歳
）
は
、
ち
ょ
う
ど
第
三
段

階
と
第
四
段
階
の
狭
間
に
位
置
す
る
。
第
三
段
階
の
信
仰
は
、
重
要
な
周
辺
他
者
に
強
く
依
存
す
る
形
で
成
立
し
、
第
四
段
階
の
信
仰
は
、

そ
の
よ
う
な
他
者
の
影
響
か
ら
離
れ
、
自
主
的
な
信
仰
の
形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
自
ら
が
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

の
重
要
人
物
（
先
生
、
親
、
先
輩
等
）
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
、
そ
の
信
仰
の
形
を
模
倣
し
て
い
た
若
者
が
、
様
々
な
世
界
観
や
価
値
観
の

課
題
、
ま
た
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
課
題
に
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
、
第
三
段
階
か
ら
第
四
段
階

へ
の
変
化
な
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
青
年
期
に
訪
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
一
方
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
第
三
段
階
の
信
仰
で
止
ま

り
、
前
に
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
15
（

。

で
はFow

ler

の
語
る
信
仰
の
第
三
段
階
か
ら
第
四
段
階
に
進
む
に
は
、
い
っ
た
い
何
が
必
要
と
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
個
々
の
若
者
の

静
か
な
セ
ル
フ
・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
起
こ
る
ケ
ー
ス
も
想
定
で
き
る
が
、
多
く
の
場
合
そ
れ
は
既
存
の
世
界
観
や
価
値
観
が
揺
り

動
か
さ
れ
る
体
験
を
通
し
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
物
事
に
対
し
て
疑
問
を
持
つ
よ
う
な
場
面
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
そ

れ
は
分
析（
2
）で
触
れ
たR

anbo

やFarhadian

の
危
機
体
験
に
ま
つ
わ
る
宗
教
的
変
化
に
関
す
る
記
述
と
相
容
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
研
究
の
参
加
者
の
体
験
を
も
う
一
度
見
て
み
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
自
分
が
置
か
れ
た
状
況
の
中
で
、
彼
ら
の
多
く

は
、
そ
こ
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
大
き
な
疑
問
を
敏
感
に
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
果（
5
）に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
多
く

は
、
そ
れ
ま
で
大
き
な
疑
問
を
持
つ
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
い
た
事
柄
や
、「
当
た
り
前
」
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
見
方
が
、
実
は
そ
う
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。
研
究
結
果（
3
）（
4
）か
ら
は
、
参
加
者
の
多
く
に
、
自
ら
の
「
足
り
な
さ
」
や
「
弱
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さ
に
」
直
面
し
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
反
省
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
内
省
も
ま
たFow

ler

の
語
る
信
仰
発
達
が

起
こ
っ
た
あ
か
し
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

Fow
ler 

が
参
考
と
し
た
心
理
発
達
論
を
展
開
す
る
発
達
心
理
学
者
の E

ric E
rickson 

は
、Fow

ler 

の
第
三
段
階
と
第
四
段
階
の
狭
間
に

あ
た
る
時
期
に
、「
同
一
性
対
同
一
性
拡
散
」
と
い
う
心
理
的
危
機
が
訪
れ
る
と
主
張
す
る
。
同
一
性
と
は
「
自
分
は
何
者
か
」「
何
を
信
じ

る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
か
け
に
対
す
る
答
え
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
探
す
旅
に

出
る
時
期
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
の
時
期
の
重
要
他
者
は
権
威
者
か
らpeer

（
同
年
代
の
若
者
）
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
）
17
（

。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
後
に
、「
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
の
人
の
話
か
ら
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。」「
被
災
地

の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
い
て
、
私
も
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
多
く
聞
か
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
結
果（
6
）で
記
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
引
き
金
に
得
た
新
し
い
世
界
観
や
価
値
観
に
は
、peer 

の
影
響
を
受
け

て
形
成
さ
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

今
回
の
研
究
結
果
の
み
か
ら
、
研
究
参
加
者
の
信
仰
（Fow

ler

の
定
義
す
る
「
広
義
」
の
信
仰
）
が
、Fow

ler

の
語
る
信
仰
発
達
の
段

階
を
上
に
（
第
三
段
階
か
ら
第
四
段
階
に
）
進
ん
だ
と
い
う
確
固
た
る
結
論
に
至
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
彼
ら
の
多
く
に
と
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
は
、
少
な
く
と
もFow

ler

の
語
る
信
仰
発
達
の
段
階
を
上
る
足
が
か
り
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
研
究
参
加
へ
の
今
後
の
追
跡
調
査
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
具
体
的
な
宗
教
心
の
変
化
や
信
仰
の
成
長
の
様
子
を
見
る
こ
と

も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

（
4
）
研
究
参
加
者
た
ち
が
、
本
研
究
で
用
い
ら
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
方
法
そ
の
も
の
に
対
し

て
、
非
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
想
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
研
究
者
は
今
回
の
研
究
過
程
に
お
い
て
一

切
、
研
究
対
象
者
に
対
し
て
自
ら
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
、
助
言
を
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
多
く
は
今
回
の
研
究
が
、
自
ら
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の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
深
く
、
ま
た
客
観
的
に
振
り
返
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

本
研
究
で
用
い
ら
れ
た
質
的
研
究
は
、
人
間
の
生
き
た
経
験
（lived hum

an experience

）
の
本
質
を
記
述
し
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、H

usserl 

に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
現
象
学
に
そ
の
起
源
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

ボ
ス
ト
ン

大
学
神
学
部
学
部
長
で
、
宗
教
教
育
が
専
門
のM

ary E
lizabeth M

oore

は
、
そ
の
著
書
、Teaching from

 the H
eart: T

heology and 

E
ducational M

ethod 

の
中
で
、
現
象
学
に
基
礎
を
置
く
現
象
学
的
教
育
方
法
を
、
宗
教
教
育
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
最
も
重
要
な
教
育
方
法

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
従
来
の
「
先
生
が
語
り
生
徒
が
聞
く
」
と
い
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
教
育
方
法
で
は
な
く
、
学
ぶ
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
体
験
を
持
ち
寄
り
、
ま
た
そ
こ
で
起
こ
る
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
（
相
互
作
用
）
を
通
し
て
、
各
々
の
結
論
を
形
成
す
る
と
い
う
教
育

方
法
で
あ
る
）
18
（

。

結
果（
6
）で
は
、「（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
）
質
問
で
、
色
々
な
感
情
や
思
い
が
引
き
出
さ
れ
た
」「
人
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
自

分
の
思
い
と
の
相
違
点
や
、
思
い
出
し
た
こ
と
や
、
気
が
つ
か
さ
れ
た
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
」「
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
の
人
の
話
か
ら
、
教
え

ら
れ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。
こ
れ
は
そ
の
よ
う
な
「
振
り
返
り
の
機
会
（M

oor 

の
語
る
現
象

学
的
教
育
方
法
の
機
会
）」
を
若
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
教
育
に
結
び
つ
け
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
部
分
で
あ
る
こ
と
を
教
育
従
事
者
に
確
認
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

5
．
提
言

本
研
究
は
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
九
名
の
大
学
生
の
生
の
声
と
い
う
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、
研
究
者
は
、
研
究
参
加
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
ご
く
一
部
を
垣
間
見
た
に
す
ぎ
な
い
。
特
に
個
々
の
学
生
の
内
面
的
な
変
化
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や
、
宗
教
的
な
変
化
は
、
人
知
を
越
え
た
神
の
導
き
を
通
し
て
起
こ
る
現
象
で
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
す
べ
て
表
面
化
さ
れ
、
記
録

さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
さ
ら
に
は
、
質
的
研
究
は
、
研
究
者
の
主
観
的
な
判
断
が
多
用
さ
れ
る
研
究
方
法
で
あ
り
、
例
え
ば
本
研
究
の
研

究
者
が
、
研
究
参
加
者
の
所
属
す
る
大
学
の
教
員
で
あ
る
こ
と
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
学
生
か
ら
の
返
答
や
、
そ
の
分
析
に
何
ら
か

の
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
質
的
研
究
の
結
果
は
、
量
的
研
究
の
そ
れ
と
対
比
さ
せ
、
二

項
対
立
の
図
式
の
中
で
そ
の
優
劣
が
競
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
研
究
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
と
い

う
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
中
で
、
説
得
力
を
持
つ
実
践
的
な
取
り
組
み
の
手
掛
か
り
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
類
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
質

的
研
究
の
特
徴
と
現
実
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
以
下
に
本
研
究
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
か
ら
の
、
研
究
者
に
よ
る
二
つ
の
提
言
を
記

し
、
本
研
究
の
結
び
と
し
た
い
。

（
1
）
日
本
の
社
会
に
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
会
が
存
在
す
る
中
で
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ
れ
が
必
要
と
さ
れ
る
場
所
、

時
期
、
ま
た
内
容
に
お
い
て
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
あ
る
。
特
に
東
日
本
大
震
災
は
、
歴
史
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
災
害
で
あ

り
、
そ
の
現
場
で
の
活
動
と
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
研
究
で
記
録
さ
れ
た
学
生
の
生
々
し
い

感
情
の
動
き
や
感
想
が
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
特

に
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
そ
の
重
要
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
特
に
近
年
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
は
、「
大
学
が
有
す
る
潤
沢
な
知
的
資
源
は
、
大
学
や
研
究
者
、
学
生
だ
け
に
占
有
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
広
く
地
域
社
会
の

人
々
に
も
還
元
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
大
学
開
放
の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
）
19
（

。
し
か
し
、
大
学
を
通
し
て
行
わ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
、「
大
学
生
に
よ
る
社
会
貢
献
を
」
と
い
う
一
方
向
の
み
か
ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
場
で
起
こ

る
様
々
な
困
難
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
て
、「
社
会
が
学
生
に
成
長
の
機
会
を
提
供
す
る
」
と
い
う
方
向
か
ら
の
視
点
も
重
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
共
通
し
て
、
そ
れ
ら
が
「
満
足
感
、
達
成
感
の
体
験
」「
健
康
的
な
セ
ル
フ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
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の
醸
成
」「
精
神
的
安
定
」
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
す
で
に
心
理
学
や
社
会
学
の
観
点
か
ら
頻
繁
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
）
20
（

。
ま
た
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
学
生
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
実
践
宗
教
倫
理
の
研
究
で
は
、
大
学
生
の
倫
理
的
発
達
に
関
し
て
、

社
会
倫
理
の
授
業
を
受
け
た
だ
け
の
学
生
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
用
い
た
実
地
体
験
を
授
業
と
併
用
さ
せ
た
学
び
を
体
験
し
た
学
生

で
は
、
後
者
の
学
生
の
倫
理
発
達
が
は
る
か
に
勝
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
の
多
く
が
そ
の
後
、
社
会
の
弱
者
に
対
す
る
自
主
的
な

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
）
21
（

。
加
え
て
本
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
、R

anbo

やFow
ler

の
指
摘
す
る
よ
う
な
宗
教
心
（
ま
た
は
広
義
の
「
信
仰
」）
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
や
発
達
を
促
す
経
験
に
な
り

う
る
こ
と
を
覚
え
る
と
き
、
大
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
た
教
育
の
重
要
性
は
、
今
後
特
に
キ
リ
ス
ト
教
系
教
育
機
関
に

よ
っ
て
再
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
本
研
究
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
研
究
参
加
者
の
具
体
的
な
内
面
的
変
化
に
、
も
し
題
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
自
己

を
反
省
す
る
」、「
苦
し
む
者
を
思
う
」、「
自
分
の
周
り
の
弱
者
に
目
を
向
け
る
」
と
い
っ
た
言
葉
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
被
災
者
を
助
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
被
災
地
に
向
か
っ
た
彼
ら
が
直
面
し
た
の
は
、
想
像
を
絶
す
る
苦
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

彼
ら
の
多
く
は
、
当
初
自
ら
が
持
っ
て
い
た
正
義
感
や
同
情
心
を
安
易
で
あ
っ
た
と
猛
省
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
彼
ら
に
で
き
る
事
を
模
索
し

た
。
そ
の
中
で
多
く
が
行
き
着
い
た
の
は
、
被
災
者
の
苦
し
み
を
忘
れ
な
い
努
力
を
続
け
る
こ
と
や
、
今
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
で

苦
し
む
人
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
人
格
教
育
の
到
達
目
標
の
一
部
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
れ
ら
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
に
し
ろ
、
少
な
く
と
も
、
若
者
の
世
界
観
に
大

き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
る
機
会
と
な
る
類
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
や
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
を
教
育
す
る
上
で
非
常

に
有
意
義
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
の
み
な
ら
ず
、
若
者
を
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
の
対
象
者
と
し
て
持

つ
地
域
教
会
や
、
若
者
に
特
化
し
た
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
に
関
わ
る
パ
ラ
チ
ャ
ー
チ
・
グ
ル
ー
プ
も
、
同
様
な
活
動
に
積
極
的
に
若
者
を
送
り
出
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す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組
み
つ
つ
、
そ
れ
を
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
大
切
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
ひ
と

つ
に
す
る
よ
う
な
努
力
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
大
切
な
成
長
の
機
会
を
、
そ
こ
に
属
す
る
若
者
対
し
て
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ

ら
に
今
日
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、
キ
リ
ス
ト
者
と
地
域
社
会
と
の
絆
を
確
立
し
、
ま
た
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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